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はじめに ―――貴族研究の可能性

1. Eagle Glassheim, Noble Nationalists, 2005 [6]の主題

・変わらないために変わる “Nobles changed so as to conserve,...” (48)

・ミイラ取りがミイラに

2. 主要論点の提示―――「歴史の空白」を埋める作業として (Jan Křen)

・近代政治における貴族と民族の選択―――Mayer [16], Lieven [11], Wank [34]

・民主政治における土地改革――― Cornwall [2], Miller [18]

・民主主義の強度―――Mamatey & Luža [15] etc. →中田 [19,20], Mazower [17]

・チェコ・ファシズムと対独協力――― Pasák [24], Nakonečný [22]

Ch.1貴族は過去の遺物ではない――― 19/20世紀転換期のハイブリッド性

1. 貴族の強さ―――土地，議会，首相，銀行，鉄道 etc.

・立憲地主派 Verfassungstreue Großgrundbesitzer→ドイツ系

・封建保守派 Feudale Konservativen→チェコ系

・中央党Mittelpartei→第三勢力（モラヴィア）

2. 例外としてのチェコ・ナショナリスト Vladimı́r Graf Lažanský (1857-1925)

カレル・チャペックと Lažanskýとの第一次大戦中の対話 (42-43): 「［チャペック］博士，教えて
ください。私たちは勝てるのでしょうか，それともあちらが勝つのでしょうか？」「［ラジャンス

キー］伯爵，私たちとはどちらを指すのですか？　オーストリアですか？」「何を言うんですか！

私たちはロシア人やフランス人の側にいるのですよ」

Ch.2敵としての貴族 ―――共和国における土地改革のレトリック

1. 3つの脅威―――貴族をターゲットとする土地改革の必要性

・右から（ハプスブルク復活），左から（共産主義），国境防衛（対ドイツ，ハンガリー）

・国家土地問題対策局 (SPÚ, Státnı́ pozemkový úřad)による収用 (zábor)

2. 土地改革の様々なコンテクスト

・国際的な少数派保護の問題として←ドイツ系貴族

ドイツ国際同盟 (DVT, Deutsche Völkerbundliga in der Tschechoslowakei, 1921)

・小規模農業を望む農業党と集団農業を望む社会民主党の対立

・民族問題と土地改革の関係

チェコスロヴァキア，ルーマニア，バルト諸国 vs. ポーランド，ハンガリー
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Ch.3 1920年代における貴族の国民化―――チェコ化とドイツ化

1. チェコスロヴァキア大土地所有者同盟 (Svaz československých velkostatkářů, 1919)

・元貴族の内，全体では 73%がドイツ人，27%がチェコ人を選択，Svaz内部の内訳不明

Svaz会員の内，70%がチェコ語の会報を，15%がドイツ語を，15%が両方を希望

・自らのチェコ性を強調―――ビーラー・ホラ（白山の戦い, 1620）での貢献をアピール

ロビー活動→大統領府，内閣府，SPÚ（農業党の影響力排除を狙う）

2. ドイツ大土地所有者同盟 (Verband der deutschen Großgrundbesitzer, 1919)の国際化戦略

3. 貴族のインターナショナリズム，社交界 ex. Karl Anton Prinz Rohan (1898-1975)

・Richard Coudenhove-Kalergi (1894-1972)や Otto von Habsburg (1912-)への継承

Ch. 4 1930年代におけるチェコ・ナショナリズムの台頭

1. 全般的な右傾化の傾向―――「秩序と行動の民主主義」(中田)

・農業党，［カトリック］人民党，国民民主党の右傾化，ファシズム勢力の台頭

2. 歴史論争，Wallenstein/ Valdšteinの記憶 (1634年暗殺)

・チェコの裏切り者から愛国者へ

・Josef Pekař (1870-1937) vs. Tomáš G. Masaryk (1850-1937)

Ch. 5 ドイツ系貴族とナチズムとの距離

1. 国際連盟への幻滅，自由民主主義でも社会主義でもない「第三の道」としてのナチズム

・ズデーテンドイツ党 (SdP, Sudetendeutsche Partei)の台頭

・Konrad Henlein (1898-1945)とドイツ系貴族のコネ

2. Runciman卿の不可能なるミッション (1938.8-9)

・ドイツ系貴族にもてなされる Runciman，チェコ系貴族の焦り

Ch. 6 第二次世界大戦と戦後の共産化―――貴族の終焉

1.（チェコ系）「歴史的貴族」の忠誠宣言 (1938.9.17, 1939.9)

2. 民族の選択，ライヒ市民の選択，協力・抵抗・沈黙

3. 戦後におけるドイツ人の追放と土地改革，共産化とチェコ系貴族の運命

おわりに―――ヨーロッパ回帰のシンボルとして

1. 1989年以降における貴族の復活？

財産の返還は 1948年 2月 25日以降のみ→「国民的正義」の内実

2. 様々な運命――― Schwarzenberg, Lobkowicz, Waldstein, Rohan

3. 本書の評価について
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Praha, 1997.

5



[29] ジョゼフ・ロスチャイルド,大津留厚監訳. 『大戦間期の東欧―――民族国家の幻影』. 刀水書房, 1994.
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表 1 ボヘミア領邦における国勢調査（1880～1921年）　

1880年 1890年 1900年 1910年 1921年

チェコ系 3,470,252 3,644,188 3,930,093 4,241,918 4,376,131
比率 62.78% 62.79% 62.67% 63.19% 66.54%
ドイツ系 2,054,174 2,159,011 2,337,013 2,467,724 2,173,239
比率 37.16% 37.20% 37.27% 36.76% 33.04%
その他 2,837 866 3,906 3,302 16,203
比率 0.05% 0.01% 0.06% 0.05% 0.25%

合計 5,527,263 5,804,065 6,271,012 6,712,944 6,576,824

ユダヤ系 — — — — 11,251
比率 — — — — 0.17%

ユダヤ教徒 94,449 94,479 92,745 85,826 75,239
比率 1.71% 1.63% 1.48% 1.28% 1.14%

　出典: Jiřı́ Kořalka, Češi v habsburské řı́ši a v Evropě 1815-1914 (Praha: Argo,
1996) p.140. なお，1880年から 1910年までは「日常語」，1921年について
は「民族意識」に基づいて調査が行われている。表 2,3も同様。

表 2 プラハ市 a) における人口統計（1843～1930年）

年 1843b) 1880 1890 1900 1910 1921 1930

人口（千人） 146 314 397 514 617 677 848
増減比 (1900年=100) 28 61 77 100 120 132 165

年 1843b) 1880 1890 1900 1910 1921 1930

チェコ系 60 86.2 89.3 93.1 93.7 94.2 93.6
ドイツ系 40 13.7 10.6 6.7 6.1 4.5 5.0
ユダヤ系 — — — — — 0.9 0.8
その他 — 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.6

　出典: Jan Havránek, “Sociálnı́ struktura pražských Němců a
Čechů, křest’anů a židů ve světle statistik z let 1890–1930,” ČČH
93:3 (1995) pp.471-472.

a) 1922年におけるプラハ市の領域を基準としている
b) 1843年については推定された値
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